


















１０．所長による改善指示記録

見直し
要否

否

要

否

否

否

小池

工場長

所長

１１．次年度の取組
２０１９年度 増減率 ２０２３年度

基準年＊１ 単位 目標
― 増減率 １％増
14,264 ｔ 14,407

マテリアルリサイクルに
よるCO2排出削減量＊2 26,103 ｔ-CO2 26,365

廃材搬入量 25,809 ｔ 26,067
― 増減率 -0.5%
20,605 L 20,503

原単位*4 0.798 L/t 0.787
― 増減率 -1%

9,450 kg 9,356
原単位*4 0.366 kg/t 0.359

― 増減率 -1%
251,416 kWh 248,902

原単位*4 9.74 ｋWh/ｔ 9.55
― 増減率 -1%

0 kg-CO2 0
― 増減率 -1%

1,839 ㎥ 1,821
原単位*4 0.0713 ㎥/ｔ 0.0699

― 増減率 -1%

8,570 kg 8,484

活動計画はこのレポート７Pに
記載されている「活動内容」を
概ね踏襲します。

「年度目標・計画取組実績」、「外部コミュニケーション受付・回答書」、「環境関連法規等取りまとめ表兼
遵守点検表」を基に、所長と環境管理責任者、工場長が話し合い、１年間の活動を振り返えった。
ＥＡ２１システムが有効に機能しているか、効果を挙げているか反省した。
その結果、改善策を見出し是正するよう指示。

具体的な
指示事項

①電力を一番使用する破砕施設での電気消灯の徹底と、振動スクリーンの網目を
大きくする事によりリターンチップの減少させる。他、モーター負荷を軽減させる為
に、最低月一回はダストの清掃を行う。
②アイドリング防止機能を最短5分に設定し、こまめなアイドリングストップ徹底。
③営業員による分別案内の告知及び木くず搬入時に異物混入チェックを即時行
い、返却等の対応を行う。

問題点と要
改善点

①電気使用量の大幅な増加
②重機の軽油使用量の増加
→ＣＯ２排出量の目標値超過の最大の要因であるこの２つを是正すべく、具体的な指示事項の実行
と工場設備の見直しを図る。
③産業廃棄物排出の増加。
→木くず排出事業者様に協力をお願いした上、木くず搬入時に必ず確認を行う。

EA21システ
ムの見直し
の要否

環境方針

環境目標・活動計画

見直し項目

２０２２年４月にシンプル化し改定済み。

２０２１年度未達項目の目標値を見直す。

現体制で問題なし。

２０２１年度に時間延長した。概ね問題なし。

全員参加型に徐々に移行する。

コメント（現象、理由等）

システム全般

実施体制

課題とチャンス

環境方針 環境目標

マテリアルリ
サイクル
の推進

マテリアル
リサイクル量

燃料使用量
の削減

軽油使用量

LPG使用量

電力使用量の削減

CO2総排出量の削減*3

水使用量の
削減

総排水量

産業廃棄物
排出量

廃棄物の
削減
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